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【概要】 

野⽣⿃類の肝臓に蓄積する有害化学物質のスクリーニング分析を実施した結果、残留性有機汚染物質
（POPs）に指定されている特定の有機ハロゲン化合物に加え、それらの不純物や環境変化体と考えら
れる物質群が猛禽類に⽣物濃縮していたことが本研究で明らかとなりました。  

【ポイント】 
・ 先端質量分析機器を駆使して、野⽣⿃類の肝臓に蓄積する有害化学物質のノンターゲット分析と網

羅的プロファイリングを実施した。 
・ 未同定物質を含む多様な有機ハロゲン化合物の種特異的な蓄積パターンを解明した。 
 
 

 
 
 
   
  

⽇本に棲息する猛禽類の肝臓から 
農薬不純物を新たに発⾒︕ 

陸域⾷物網の頂点捕⾷者である猛禽類の肝臓から C15

⾻格を有する CHL 類縁物質、DDT 代謝物（DDE）
の同族体、そして PCTs が検出され、これら⾮監視対象
物質の⾼い⽣物濃縮性が⽰された。 
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【詳細】 
本研究チームは、⼤阪府の中津動物病院から提供を受けた貴重な野⽣⿃類の肝臓試料を⽤いて、環境

中に潜む未知の有害化学物質を網羅的にスクリーニングしました。その結果、これまで他の野⽣動物種
から検出報告例のない未同定物質が猛禽類の肝臓に⾼濃度蓄積していたことが明らかとなり、これらの
物質は過去に国内で使⽤されていた有機塩素系農薬類の不純物もしくは環境変化体であることが⽰唆さ
れました。この研究成果は、2021 年 6 ⽉ 8 ⽇に国際誌「Environmental Science & Technology」に掲載
されました。 

残留性有機汚染物質（POPs）に代表される有害な有機ハロゲン化合物は環境残留性や⽣物蓄積性が
⾼く、⽣態影響が懸念されていることから、そのリスク評価は重要な課題となっています。とくにスト
ックホルム条約（POPs 条約）に指定されているポリ塩化ビフェニル（PCB）、ジクロロジフェニルト
リクロロエタン（DDT）、クロルデン類（CHLs）といった既知の⼈⼯化学物質については、環境媒体
やヒト・野⽣動物種を対象とした汚染モニタリング調査が国内外で広く実施されており、こうした調査
では監視対象物質の検出に特化した定量分析法（ターゲット分析法）が⼀般的に適⽤されています。⼀
⽅で、合成不純物や環境変化体などの物質群については法的な規制や監視の対象外であることに加え、
従来のターゲット分析法では検知することが極めて困難です。実際、環境における監視対象外物質の検
出事例は近年集積されつつありますが、それらの⽣物蓄積レベルや濃縮性などの態様は依然として明ら
かにされていません。 

そこで本研究チームは、⼆次元ガスクロマトグラフ‒⾼分解能⾶⾏時間型質量分析計（GC×GC‒
HRToFMS）と独⾃に開発した解析プログラムを駆使して、野⽣⿃類（陸棲および⽔棲⿃種）の肝臓に
蓄積する有機ハロゲン化合物のノンターゲット分析と網羅的プロファイリングを実施しました。解析の
結果、全ての検体から多様な監視外対象物質の検出が確認され、なかでも猛禽類はポリ塩素化ターフェ
ニル（PCTs）や、DDT および CHL 類縁物質を⾼濃度蓄積していたことが判明しました。とくに C15

⾻格を有する CHL 類縁物質は本研究で初めて検出され、陸域⽣態系において⾼い⽣物濃縮性を⽰すこ
とが⽰唆されました。本研究成果から、今後、監視対象外である POP 様物質の化学構造の解明に加
え、他の野⽣⽣物種への曝露実態と毒性評価に関する研究が必要と考えられました。 
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